














































































































































表２ アントレプレナーシップ教育プログラムを構成する科目 ◎必須科目 ○選択科目 ×科目なし－不明
マネジメントに関しては、選択科目である学校が多い。2科目（アイデア形成・機会獲得、
中小企業マネジメント）に関しては、各ビジネススクールで科目設定の有無があることが
明らかとなった。
３ アントレプレナーシップ科目、実践活動、支援センター
調査対象の国内外のアントレプレナーシップ専攻・コースが存在するビジネススクール
17校のアントレプレナーシップ科目、実践活動、その活動に準ずるアントレプレーシッ
プ支援センターの有無を調査した（表3）。表3に、アントレプレナーシップ科目設定の
有無がある科目内容（アイデア形成・機会獲得、中小企業マネジメント）など選択科目を
中心に記載する。実践活動は科目名を、支援センターはその名称を記載する。
調査結果から、2017年FinancialTimesGlobalMBARankingの上位10校の内、全
10校が実践活動を実施しており、アントレプレナーシップ支援センターがあることが明
らかになった。一方、日本のビジネススクールに関しては、実践活動を実施しているのは、
3校（九州大学大学院、早稲田大学大学院、事業創造大学院大学）である。アントレプレ
ナーシップ支援センターがあるのは2校（九州大学大学院、早稲田大学大学院）である
ことが明らかとなった。
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出所）欧米と日本のビジネススクールのホームページまたは学校案内を参照して著者作成。
4 括弧内のクラスは、ロバート・ファン アントレプレナーシップ・センターが運営している。
5 括弧内のクラスは、グローバルエデュケーションセンター（GEC）が運営している。起業家養成講座
Ⅰ・Ⅱは早稲田大学商学部が運営している。
Ⅳ 提言と今後の課題
本稿では、Mwasalwiba（2010）のアントレプレナーシップ教育モデルにあるプログラ
ムに注目し、2017年FinancialTimesGlobalMBARankingに記載されている欧米ビジ
ネススクール上位10校と文部科学省の2017年専門職大学院一覧（MBA）に記載されて
いる日本のビジネススクール23校を対象に、アントレプレナーシップ専攻・コース、科
目内容、実践活動、その活動に準ずるアントレプレナーシップ支援センターを比較した。
アントレプレナーシップ教育プログラムの内容に関する先行研究では、種類、対象者、科
目内容、実践活動が含まれることは明らかになっていたが、個別のビジネススクールを対
象にした科目内容、実践活動の詳細については明らかとなっていなかった。
調査結果から4点明らかになった。1点目は、欧米では全10校と日本では7校でアン
トレプレナーシップ専攻・コースがある。2点目は、アントレプレナーシップ教育プログ
ラムを構成する代表的な9つの科目の内2科目（アイデア形成・機会獲得、中小企業マ
ネジメント）に科目設定の有無がある。3点目は、実践活動は、欧米では全10校、日本
では3校で実施している。4点目は、アントレプレナーシップ支援センターは欧米では全
10校にあるのに対し、日本では2校のみである。
本調査から判明する諸点として、欧米のトップビジネススクールと比較すると、日本の
ビジネススクールのアントレプレナーシップ教育プログラムは、アントレプレナーシップ
教育の専攻・コースが少なく、アントレプレナーシップ科目の設置数、内容とも見劣りし
ている。また、実践活動とそれを支援するための支援機能も不十分である。以上のことか
ら、日本のビジネススクールのアントレプレナーシップ教育に関して、アントレプレナー
シップ教育の科目内容を検討し、アントレプレナーシップ教育の専攻・コース、実践活動、
アントレプレナーシップ支援センターを拡充する必要がある。つまり、日本のアントレプ
レナーシップ教育プログラムは、質・量とともに検討する必要がある。
最後に、本調査の限界と今後の課題について述べる。文部科学省の2017年専門職大学
院一覧を基にリストを作成しているため、専門職大学院以外の修士課程の大学院について
は調査対象ではない。また、本調査は、各ビジネススクールのホームページまたは学校案
内を基に実施しているため、選択科目の詳細などの情報が反映されていない可能性がある。
本稿の今後の課題は、アントレプレナーシップ教育の専攻・コース、科目内容、実践活動、
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アントレプレナーシップ支援センターという観点から、日本のビジネススクールのアント
レプレナーシップ教育プログラムを具体的にどのように拡充していくのかについて今後の
研究を進めたい。
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